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・ 一般市民向けに迅速な交通事故情報の公開
プラット

フォー
ム

■概要

国内で3番目に大きい面積を有する福島県
は、浜通り、中通り、会津地方の3つの地域
に分かれ、それぞれの地方では気象や道路
事情が異なることから交通事故の発生傾向
も違っている。また、現在整備が進む東北中
央道や常磐道によって、県内の住民だけで
なく、観光客や物流でも県内の交通状況が
変化してきている。
交通事故発生の減少に取り組む福島県警
察本部交通部（以下、福島県警）では、県内
で発生した交通事故情報を収集・分析し、
その情報を2016年（平成28年）12月よりク
ラウド版GISであるArcGIS Onlineを活用
し、住民向けに交通事故発生状況を地図上
で確認できる「交通事故情報公開システム」
の運用を開始した。

■課題

福島県警では、県内で発生した交通事故に
ついて、損傷状況、場所、年齢層などの現場

で記録した交通事故情報を庁内のシステム
で管理している。その情報を基に交通事故
の傾向や発生状況の分析を行い、交通事
故発生の減少に向けての取締りや安全教
育の活動に活用してきた。特に安全教育に
おいては、各警察署が中心となり、地域の交
通事故情報を基に、地域や学校と連携しな
がら、事故が多く注意が必要な地点を把握
できるようなヒヤリ・ハットマップの作成など
の取り組みを行ってきた。
しかし、ヒヤリ・ハットマップは、作成に関
わった人たちへの注意喚起は行えるもの
の、完成したマップを見られる人が限定され
てしまうため、多くの人への注意喚起には限
界があった。
そのため、多くの人に地元の危険なポイント
を認知してもらい、これまで以上に分かりや
すく、誰にでも見てもらえる環境を整備する
ため、2015年（平成27年）から新たな交通
事故情報の公開方法の検討を開始した。ま
た、閲覧のデバイスについては、子供を持つ
若い世代や外出時にもアクセスできるよう
にスマートフォンへの対応も条件に加えら
れた。

■ArcGIS採用の理由

福島県警では、これまでにもヒヤリ・ハット
マップなど、交通事故の情報を地図上に表
示してきたことから、地図を活用することで
住民にも交通事故の発生状況を把握しても
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交通事故発生から情報公開までの業務がスピーディーに
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らいやすいと考えた。検討当初は他の都道
府県での事例を探したが、一般向けに地図
を使って交通事故状況を公開している例が
ほとんどなかった。そのため、情報が少ない
中、新しい試みということで、できるだけコス
トや手間をかけずに実現できる方法を探し
ていた。
そこで、低コストで一般向けにも地図上で情
報公開が可能なArcGIS Onlineのライセン
スが付属し、公開情報の加工・編集を行うこ
とが出来るArcGIS Desktopを採用した。

■課題解決手法

交通事故データには加害者・被害者に関わ
る個人情報も含まれることから、プライバシー
に配慮して、公開情報について議論を重ね、
交通事故の発生日や時間帯、第一当事者の
年齢層、天候、発生箇所と道路の形状、事故
の重大さ、事故の種類とすることにした。
公開にあたり管理している交通事故データ
を一旦ArcGIS Desktopに取り込み、交通
事故の発生箇所の位置を必要に応じて修
正した後、公開用のArcGIS Onlineへアッ
プロードした。
交通事故情報公開システムでは、住民に分
かりやすく、関心を持ってもらえるように、事
故発生地点だけでなく、事故の種類を色分
けすることにより、重大事故の発生箇所もひ
と目で分かるようにした。
また、Operations Dashboard for ArcGIS
を活用し、市町村や管轄署、気象、年齢層別
に事故件数をグラフ化した。
さらに公開後には、交通事故が発生した年
別に情報を見られるようにするなど、改善を
しながら見せ方の工夫を重ねて来た。
2019年時点では年度別に以下の5種類の
マップを閲覧することができる。

 ・	交通事故発生状況マップ
 ・	毎月の交通事故発生状況マップ
 ・	周辺の交通事故情報マップ

 ・	交通事故情報集計ダッシュボード
 ・	交通事故発生状況マップ（スマートフォン

版）

なお、スマートフォンへの対応については、
ArcGIS Onlineが持つテンプレートを利用
することで簡単に実現することができた。
交通事故情報公開システムは、福島県警の
ホームページからアクセスできる。

■効果

これまでは、交通事故の情報を個別に抽出
し、管轄する各警察署へ提供していたが、交
通事故情報公開システムにより、福島県警
の職員が更新業務を行うことができるため、
交通事故発生からスピーディーかつタイム
リーな情報公開が実現できた。
また、各署でも県内全体の状況を把握で
きるため、隣接する地域との連携も容易に
なった。

交通事故情報の一般向け公開は、東北地
方で初めての試みであったことから、公開後
に新聞社から取材を受け、紙面で紹介され
た。また、交通事故情報公開システムへのア
クセス数が増加している状況から、マップの
公開が住民向けの有益な情報提供の手段
であると推定された。

■今後の展望

県内の交通事故を抑止するため、住民に交
通事故情報公開システムの認知を高める広
報活動を検討している。将来的には、県外か
ら来る方々にも交通事故が多い箇所を事前
に把握していただき、安全に観光してもらえ
るようにしたいと考えている。
福島県警では、交通事故情報公開システム
を通じて、最も身近に潜んでいる交通事故と
いう脅威に対する関心を高め、交通事故減
少に貢献できるよう取り組みを続けていく。

周辺の交通事故情報
（選択したエリアの年度別交通事故情報）

交通事故情報集計ダッシュボード
（市町村別の交通事故統計情報）

交通事故発生状況（スマートフォン版）と
アクセス用QRコード

毎月の交通事故発生状況
（年度別各月毎の交通事故発生頻度情報）
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